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『第 16回北海道砕石技術研究会』総勢 120名  令和６年９月１２日 (木) 

札幌東急ＲＥＩホテル 

 

宮本本部長開会の挨拶 

中締めは平沼副本部長 
東北地方砕石協議会 

宮本副会長乾杯の挨拶 

北海道国有林採石協会 

藤野会長開会挨拶 



◆
第
十
六
回
◆
「
北
海
道
砕
石
技
術
研
究
会
」
開
催
さ
れ
る
！ 

 

 

９
月
12
日
、
（
一
社
）
日
本
砕
石
協
会

北
海
道
地
方
本
部
主
催
、
北
海
道
砕
石
協

同
組
合
連
合
会
及
び
北
海
道
国
有
林
採

石
協
会
共
催
に
よ
り
第
16
回
北
海
道
砕

石
技
術
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
参
加
者
は
、
全
道
か
ら
67
名
の
会
員

の
ほ
か
、
道
外
か
ら
12
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
賛
助
会
員
、
各
行
政
機
関
等
を

併
せ
て
120
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
テ
ー
マ
は
会
員
発
表
Ⅰ 

北
海
道
砕
末
来
来
研
究
会
か
ら
、
専
務
理

事
平
沼
克
剛
氏
に
よ
る 

①
「
砕
石
プ
ラ
ン
ト
の
作
業
手
順
書
に
関

す
る
考
察
と
展
望
」
」 

会
員
発
表
Ⅱ 

採
石
業
務
管
理
者
部
会
・
部
会
長
池
田
信

司
氏
、
副
部
会
長
松
本
繁
夫
氏
に
よ
る 

②
「
採
石
業
務
管
理
者
部
会
の
取
組
み
」 

賛
助
会
員
発
表
Ⅰ 

㈱
栗
本
鐵
工
所
・
中
井
浩
喜
氏
に
よ
る 

③
「
自
走
式
設
備
で
３
Ｓ
」 

日
工
㈱
・
中
野
智
之
氏
に
よ
る 

④
「
自
走
式
プ
ラ
ン
ト
の
提
案
」 

特
別
講
演
と
し
て 

北
海
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
教
授
・
佐

藤
努
氏
に
よ
る 

⑤
「
砕
石
業
が
作
り
出
す
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
」 

と
題
し
て
５
課
題
の
発
表
が
あ
り
。
そ
れ

ぞ
れ
大
変
有
意
義
な
内
容
の
講
演
で
し

た
（
概
要
は
後
述
）。 

 

技
術
研
究
会
終
了
後
、
引
き
続
き
開
催

さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
北
海
道
国
有
林
採

石
協
会
藤
野
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の

の
ち
、
（
一
社
）
東
北
地
方
砕
石
協
議
会

副
会
長
の
宮
本
政
士
氏
の
乾
杯
で
始
ま

っ
た
宴
は
盛
り
上
が
り
、
北
海
道
地
方
本

部
平
沼
副
本
部
長
の
中
締
め
に
よ
り
終

了
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
13
日
に
開
催
さ
れ
た
恒
例
の
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
お
い
て
は
、
26
名
の

参
加
者
が
札
幌
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
旧
コ
ー
ス
に
て
日
頃
の
腕
前
を

披
露
し
、
㈱
栗
本
鐵
工
所
の
吉
田
朋
広
氏

が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
宮
本
本
部
長
開
会
挨
拶
◇ 

「
本
日
第
１６
回
砕
石
技
術
研
究
会
を
会

員
は
も
と
よ
り
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
ご

出
席
を
頂
き
、
ま
た
遠
方
に
も
か
か
わ
ら

ず
（
一
社
）
東
北
地
方
砕
石
協
議
会
か
ら
、

宮
本
副
会
長
を
は
じ
め
１２
名
の
ご
参
加

を
頂
き
ま

し
た
。
昨
年

は

１２

月

５
日
に
仙

台
で
行
わ

れ
た
東
北

セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
が
続
け
れ

ば
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
東
北
の
皆

様
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
労
働
局
、
北
海
道
経
済

産
業
局
、
北
海
道
森
林
管
理
局
、
北
海
道

庁
、
石
狩
振
興
局
、
札
幌
市
か
ら
公
務
多

忙
の
中
ご
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
日
の
講
演
の
最
後
に
、
北
海
道
大
学

大
学
院
工
学
研
究
院
の
佐
藤
教
授
か
ら

「
砕
石
業
が
創
り
出
す
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を
い
た
だ

き
ま
す
。
我
々
普
段
は
日
々CO2

排
出
量

を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が

来
た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
講
演
が

我
々
の
業
界
も
地
球
環
境
に
少
し
で
も

貢
献
で
来
る
よ
う
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。 そ

の
他
、
今
回
は
会
員
と
賛
助
会
員
様

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の
発
表
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
発
表
に
当
た
り
通
常
業
務
の
中
、

時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
技
術
研
究
会
は
第
10
回
目
を
節

目
に
二
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
北
海
道
の
砕
石
業
者
が
一

堂
に
集
ま
れ
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
皆

様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。 

最
後
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
開
催
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。
」
と
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。 

 〇
会
員
発
表
Ⅰ 

① 

「
砕
石
プ
ラ
ン
ト
の
作
業
手
業

手
順
書
に
関
す
る
考
察
と
展
望
」 

北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会
（
Ｎ
Ｓ
会
） 

 

専
務
理
事 

平
沼 

克
剛
氏 

（
吉
岡
砕
石
工
業
㈱
） 

Ｎ
Ｓ
会
は
北
海
道
の
砕
石
業
の
地
位

向
上
の
た
め
、
次
世
代
の
経
営
者
が
集
ま

り
、
砕
石
業
の
地
位
向
上
や
最
新
の
技
術
、

情
報
共
有
を
図
り
、
相
互
に
研
鑽
す
る
目 



設
立
し
、
今

期
で
６
期

目
と
な
り

ま
す
。 

こ
れ
ま

で
道
内
外

の
砕
石
プ

ラ
ン
ト
、
洋

上
風
力
発

電
見
学
・
勉
強
会
を
行
い
、
日
本
砕
石
協

会
北
海
道
地
方
本
部
を
は
じ
め
、
北
海
道

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
青
年
部
、
北

海
道
開
発
局
と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど

砕
石
業
界
の
未
来
を
見
据
え
た
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

10
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
会
で
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
会
員
は
18
名
プ
ラ
ス
賛
助

会
員
６
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
や
フ
ロ
ー
、

切
羽
の
安
全
対
策
を
学
び
検
討
す
る
た

め
に
新
た
に
生
産
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。 

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
砕
石
所
の
作
業

手
順
書
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た

の
で
、
本
日
は
「
砕
石
プ
ラ
ン
ト
の
作
業

手
順
書
に
関
す
る
考
察
と
展
望
」
に
つ
い

て
発
表
い
た
し
ま
す
。 

砕
石
プ
ラ
ン
ト
の
運
営
は
高
度
な
技

術
と
慎
重
度
が
求
め
ら
れ
る
業
務
で
あ

り
、
そ
の
プ
ラ
ン
ト
運
営
の
中
、
作
業
手

順
書
は
日
々
の
業
務
が
安
全
か
つ
効
率

的
に
行
う
た
め
の
指
針
と
な
る
。
特
に
プ

ラ
ン
ト
に
係
る
作
業
に
は
災
害
リ
ス
ク

が
あ
り
、
複
数
の
作
業
員
が
大
規
模
な
機

械
設
備
を
扱
う
こ
と
か
ら
標
準
化
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
作
業
手
順
書
の
存
在
は

一
層
需
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

本
日
は
砕
石
プ
ラ
ン
ト
に
関
す
る
作

業
手
順
書
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
踏

ま
え
具
体
例
、
そ
れ
ら
を
更
に
改
善
し
、

ど
う
運
営
し
て
行
く
か
を
発
表
い
た
し

ま
す
。 

砕
石
プ
ラ
ン
ト
は
、
大
規
模
な
機
械
設

備
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用

し
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
通
じ
岩
石
を
粉

砕
、
選
別
し
様
々
な
サ
イ
ズ
の
製
品
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
一
方
こ
の
生
産
工
程
は

多
く
の
危
険
が
伴
い
ま
す
。
（
巻
き
込
ま

れ
、
転
倒
・
転
落
等
）
作
業
手
順
書
は
こ

の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
安
全
か 

つ
効
率
的
に
プ
ラ
ン
ト
を
運
営
す
る
た

め
の
指
針
で
あ
り
、
作
業
員
は
手
順
を
守

り
共
有
す
る
こ
と
で
、
安
全
と
品
質
の
確

保
に
つ
な
が
り
、
会
社
（
職
場
）
を
守
る

こ
と
に
な
り
、
会
社
と
し
て
の
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。
例
え
ば
速
度
調
整
な
ど
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
機
械
に
過
度
な
負
荷
が

か
か
り
故
障
の
原
因
と
な
り
、
効
率
的
な

生
産
体
制
が
損
な
わ
れ
る
。
更
に
修
理
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
発
生
す
る
と
作
業
員

の
罹
災
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。
作
業
手
順
書

は
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め

具
体
的
な
操
作
手
順
と
注
意
点
を
明
示

し
た
う
え
内
規
と
し
、
ど
の
作
業
員
が
操

作
し
て
も
安
全
に
効
率
的
に
運
営
で
き

る
も
の
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。 

続
い
て
、
災
害
事
例
に
学
ぶ
作
業
手
順

書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
砕

石
協
会
等
の
災
害
統
計
・
事
例
を
利
用
し
、

年
別
、
災
害
種
別
ご
と
の
件
数
を
ま
と
め

た
結
果
、
ベ
ル
コ
ト
ン
ベ
ア
に
付
随
し
た

事
故
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
為
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
運
転
に
際

し
ど
の
よ
う
な
作
業
手
順
が
あ
れ
ば
災

害
防
止
に
役
立
つ
か
を
検
討
し
ま
し
た
。 

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
災
害
の
要
因 

・
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
作
動
さ
せ
た
ま
ま

の
作
業
時 

・
一
人
作
業
時
（
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
） 

・
朝
７
時
～
９
時
・
昼
を
挟
み
14
時
近
に

に
多
く
発
生
す
る
傾
向
が
分
か
っ
た
。 

ま
た
こ
れ
ら
の
事
例
報
告
で
作
業
手
順

に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
事
例
が
２
件

で
、
触
れ
て
い
な
い
事
例
が
11
件
で
あ
り

ま
し
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ベ
ア
作
動
前

の
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
起
き
る
傾

向
が
あ
り
、
一
人
作
業
で
プ
ラ
ン
ト
を
始

動
さ
せ
た
際
に
起
き
や
す
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。 

ま
た
災
害
報
告
の
中
で
、
作
業
手
順
書

の
言
及
に
つ
い
て
記
載
の
な
い
社
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
作
業
手
順
書
の
意
義

が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
作
業
手
順
書
が
必
要
な
の
か
？

検
討
の
結
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
。 

プ
ラ
ン
ト
巡
回
点
検
前
の
注
意
事
項 

① 

高
温
・
高
圧
箇
所
へ
の
注
意 

② 

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
作
業
範
囲
周
辺

で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
は
、
停
止

さ
せ
る 

③ 

異
常
発
生
時
の
報
告
・
連
絡
の
徹
底 

④ 

巡
回
点
検
表
の
確
認 

⑤ 

安
全
装
備
の
着
用 

⑥ 

巡
回
ル
ー
ト
の
確
認 

プ
ラ
ン
ト
巡
回
点
検
時
の
作
業
手
順
書 

① 

機
械
稼
働
音
の
確
認 

② 

設
備
の
外
観
確
認 

③ 

潤
滑
油
・
冷
却
水
の
確
認 

④ 

安
全
装
置
の
点
検 

プ
ラ
ン
ト
修
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
作

業
手
順
書 



① 

報
告 

操
作
オ
ペ
は
異
常
停
止
時
、

各
持
ち
場
に
プ
ラ
ン
ト
停
止
す
る
旨

を
報
告 

② 

プ
ラ
ン
ト
設
備
の
停
止
（
操
作
電
源

を
切
る
、
修
理
中
看
板
を
掲
示
す
る
） 

③ 

修
理
箇
所
確
認 

④ 

保
護
具
の
確
認 

⑤ 

作
業
箇
所
周
辺
の
環
境
確
認 

以
上
と
な
る
が
、
こ
れ
を
た
だ
読
み
上

げ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
重
要
な

の
は
会
社
、
事
業
所
単
位
で
手
順
書
の
内

容
を
理
解
し
実
行
に
移
す
こ
と
が
重
要

で
す
。
更
に
各
社
に
お
い
て
プ
ラ
ン
ト
の

配
置
、
環
境
面
か
ら
危
険
個
所
の
要
点
が

異
な
る
場
合
も
あ
り
、
実
際
の
環
境
に
対

応
し
改
良
を
加
え
た
手
順
書
を
作
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

実
際
の
現
場
に
あ
っ
た
作
業
手
順
書

に
改
善
、
活
用
す
る
た
め
に
は 

① 

現
場
の
情
報
を
反
映
す
る 

② 

視
覚
的
な
情
報
の
強
化 

③ 

定
期
的
な
振
り
返
り 

 

④ 

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
究
明 

 

⑤ 

若
手
や
新
入
社
員
の
教
育
資
料
と
し 

て
研
修
等
を
行
う 

以
上
が
必
要
で
す
。 

結
び
と
し
て
、
作
業
手
順
書
は
砕
石
プ

ラ
ン
ト
を
効
率
的
に
安
全
に
運
営
す
る
た

め
に
災
害
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

の
、
会
社
・
プ
ラ
ン
ト
の
運
営
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
手
順
書
を
た
だ
保
管
す
る
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
活
用
し
、
常
に
改
善
を
図
り

続
け
る
姿
勢
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

ま
た
協
会
に
は
、
今
回
見
て
き
た
災
害

報
告
書
の
な
か
に「
作
業
手
順
書
に
乗
っ
取

っ
た
行
動
で
あ
っ
た
か
否
か
？
」
と
い
っ
た
事

項
を
追
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
と
、
日
本

砕
石
協
会
と
し
て
業
界
の
安
全
を
図
る
為

に
標
準
と
な
る
作
業
手
順
書
が
あ
れ
ば
良

い
と
考
え
ま
し
た
。 

今
後
皆
様
が
、
手
順
書
を
活
用
し
安
全

で
災
害
の
無
い
砕
石
プ
ラ
ン
ト
の
運
営
を
続

け
て
行
け
る
こ
と
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

  

  

採
石
業
務
管
理
者
部
会 

部
会
長 

 

池
田
信
司
氏(

ハ
ラ
ダ
産
業
㈱) 

副
部
会
長 

松
本
繁
夫
氏(

岡
本
興
業
㈱) 

採
石
業
務
管
理
者
部
会
は
昭
和
56
年

設
立
、
今
年
で
43
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。  

本
日
は
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
採
石
業
務
管
理
者
部
会
の
目
的 

本
会
は
採
石
業
務
管
理
者
の
職
務
遂

行
に
必
要
な
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図

り
、
か
つ
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
お
互
い
の
情
報
を
共
有
し
研
鑽
し
技

術
の
向
上
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
骨
材

供
給
の
役
割
を
果
た
す
。 

・
採
石
業
務
管
理
者
の
業
務 

① 

採
取
計
画
及
び
変
更
に
関
す
る
研

修
を
行
う
こ
と 

② 

災
害
防
止
の
為
の
自
主
点
検
を
行

う
こ
と 

③ 

岩
石
採
取
場
に
お
い
て
災
害
防
止

の
為
の
現
地
研
修
を
行
う
こ
と 

④ 

生
産
技
術
の
習
得
と
交
流
を
図
る

こ
と 

⑤ 

資
質
向
上
と
親
睦
を
は
か
る
た
め

の
研
修
を
行
う
こ
と 

⑥ 

そ
の
他
、
部
会
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
必
要
な
業
務
を
行
う
こ
と 

以
上
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
と
研
修
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。 

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
に
つ
い
て 

 

毎
年
必
ず
部
会
で
全
工
場
を
対
象
と

し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
り
点
検
を
し
、
〇
△×

に
て
点
検
、
そ
の
際
不
具
合
が
あ
れ
ば
指

摘
、
改
善
を
求
め
ま
す
。
特
に
優
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
◎
を
つ
け
、
共
有

し
各
社
の
安
全
管
理
及
び
技
術
向
上
に

役
立
て
る
よ
う
促
す
。
ま
た
是
正
項
目
に

つ
い
て
は
改
善
報
告
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。 

本
年
7
月
29
日
に
実
施
し
た
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

① 

ハ
ラ
ダ
工
業
㈱
大
和
田
採
石
事
業
所 

粉
塵
抑
制
バ
ー
取
り
付
に
よ
り
、
粉

塵
濃
度
が
大
幅
に
低
減
し
た
。 

落
鉱
防
止
リ
タ
ー
ン
ロ
ー
ラ
ー
取
付
後

の
効
果
向
上 

〇
会
員
発
表
Ⅱ 

②
「（
一
社
）
日
本
砕
石
協
会
札
幌
支
部  

採
石
業
務
管
理
者
部
会
の
取
組
み
」 

 



① 自走式破砕機（ジョーククラッシャ J-1175）3 つのポイントは 

力：圧倒的な破砕力（玉石も破砕可能） 

動：圧倒的な機動力（移動も容易） 

金：圧倒的なコストパフォーマンス（据付け費用の低減、1台において数役の機能装備） 

② 自走式篩機（自走式トロンメルＭ－４１２）の 3 つのポイントは 

頑：圧倒的に頑丈（最大投入塊 600ｍｍ、特重仕様） 

難：困難な原料にも対応（高水分、高粘土性原料に対応） 

唯：唯一無二の存在（モバイル分野において） 

また、今後の予定では移動式 1台で C40-0を生産可能なスクリーン付ジョークラッシャとさらに大型

の移動式シリーズも発売予定となっているのでお問い合わせ下さい。 

② 
青
木
鉱
業
㈱
深
川
砕
石
工
場 

 
転
落
防
止
措
置
が
し
っ
か
り
と
な
さ

れ
て
お
り
、
切
羽
の
幅
も
広
く
取
れ

て
い
る
。
浮
石
も
殆
ど
な
く
き
れ
い

に
整
形
さ
れ
て
お
り
、
整
理
・
整
頓
・

清
掃
と
も
に
素
晴
ら
し
い
状
態
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
・
操
作
盤
の
運
転
停
止
ロ
ッ
ク
等

随
所
に
独
自
発
想
が
盛
込
ま
れ
て
お

り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。 

③ 

岸
本
産
業
㈱
毘
砂
別
工
場 

 

日
々
生
産
終
了
後
、
約
30
分
か
け
て

全
員
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
。 

④ 

岡
本
興
業
㈱
浜
益
工
場  

ロ
ン
グ
ス
パ
ン
（3

5
0M

）
の
下
り
コ

ン
ベ
ア
を
３
本
に
分
割
し
た
取
り
組

み
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。 

⑤ 

日
鉄
鉱
業
㈱
常
盤
採
石
所 

プ
ラ
ン
ト
従
事
者
全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
装
着
し
た
無
線
非
常
停
止
装
置

に
つ
い
て
、
動
画
を
用
い
て
説
明
。 

⑥ 

ハ

ラ

ダ

産

業

㈱

川

沿

工

場 

緑
化
に 

お
け
る
シ
カ
食
害
対
策
、

植

樹

活

動

に

つ

い

て

紹

介

。 

・
研
修
会
に
つ
い
て 

道
内
及
び
道
外
の
研
修
を
実
施
し
、
新

た
な
見
識
を
深
め
職
務
遂
行
に
必
要
な

知
識
と
技
術
の
向
上
を
は
か
り
、
か
つ
交

流
を
深
め
る
。 

今
回
は

20
2
2

年
に
行
わ
れ
た
道
外
研 

修
「
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム(

横
浜)

」
の
参
加

を
メ
イ
ン
に
、
東
京
消
防
庁
防
災
館
、
岡

本
興
業
㈱
笠
間
工
場
の
見
学
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。 

（
画
像
併
用
に
よ
る
説
明
） 

説
明
は
以
上
と
な
り
ま
す
が
業
務
管
理 

部
会
で
は
、
会
社
の
垣
根
を
超
え
、
安
全 

パ
ト
ロ
ー
ル
、
新
採
石
現
場
、
関
連
事
業 

現
場
の
見
学
研
修
を
実
施
し
、
許
認
可
・ 

採
掘
技
術
向
上
、
跡
地
処
理
関
係
の
情
報 

収
集
と
共
有
を
図
り
、
更
な
る
研
鑽
を
重 

ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
年
各
社 

の
取
組
み
が
功
を
奏
し
、
災
害
減
少
傾
向 

に
あ
る
が
、
他
業
種
と
比
較
す
る
と
未
だ 

に
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
安
全 

パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
採 

石
業
全
体
の
安
全
と
災
害
撲
滅
を
図
れ 

る
よ
う
活
動
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
無
く 

な
ら
な
い
４
日
以
上
の
休
業
災
害
、
不
休 

業
災
害
と
忍
び
寄
る
塵
肺
等
の
発
生
を 

抑
制
し
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
を
作
れ
る 

よ
う
目
指
し
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も 

業
務
管
理
者
部
会
は
、
諸
先
輩
の
指
導
を 

仰
ぎ
な
が
ら
活
動
を
続
け
、
徐
々
に
他
地 

域
と
の
交
流
も
踏
ま
え
、
安
全
と
技
術
の 

向
上
を
は
か
っ
て
行
く
所
存
で
す
。 

 

○
賛
助
会
員
発
表
Ⅰ 

③「
自
走
式
設
備
で
３
Ｓ
」 

㈱
栗
本
鐵
工
所
住
吉
工
場 

 

素
形
材
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
部 

中
井 

浩
喜
氏 

古
く
か
ら
日
本
で
は
３
Ｓ
と
言
う
の

は
「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
」
を
指
し
ま
す

が
、
今
回
は
皆
様
に
紹
介
す
る
３
Ｓ
は
、

日
々
の
困
り
ご
と
な
ど
を
解
決
す
る
た

め
「
自
走
式
設
備
で
３
Ｓ
」
と
し
て
、
特

別
な
驚
き
の
解
決
策
の
ご
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
破
砕
機
・
篩
機
の
動

画
も
紹
介
） 

            

                        



                        

                       

➄
特
別
講
演 

「
砕
石
業
が
作
り
出
す 

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
」 

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院 

 
 
 
 
 

教
授 

 

佐
藤 

努
氏 

 

ま
ず
は
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
事
業
の
岩

石
を
使
っ
たCO2

の
研
究
に
先
立
ち
、
２

年
半
前
よ
り
道
南
の
２
社
（
吉
岡
砕
石
工

業
㈱
・
㈲
松
田
砕
石
）
に
玄
武
岩
の
採
取

に
つ
い
て
協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
、
以
降
今
日
に
至
る
成
果
に
つ
い
て
お

話
い
た
し
ま
す
。 

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
岩
石
を
風
化
さ
せ
て

CO2

を
削
減
す
る
」
話
で
す
。 

皆
様
の
事
業
で
は
、
重
機
を
使
用
し
、
軽

油
を
消
費
し
大
型
破
砕
機
を
ま
わ
しCO2

を
排
出
し
て
砕
石
を
生
産
し
て
お
り
ま

す
。 

お
そ
ら
く
こ
の
中
の
数
社
は
客
先
等
か

ら
、「
事
業
所
切
羽
か
ら

CO2

を
ど
の
く

ら
い
出
し
て
い
る
か
計
算
し
て
」
と
聞
か

れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

現
在
、
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
等
建
設
工
事
で

は
全
体
のCO2
を
排
出
量
の
把
握
と
、
排

出
量
低
減
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が

課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら
の
こ
と
が
急
速
に

進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。
知
ら
ず
に
遅
れ
を

と
る
と
「
損
」
に
つ
な
が
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
情
報
と
し
て
お
聞
き
く
だ
さ

い
。 

近
年
の
気
候
変
動
の
状
況
か
ら
、
何
も
し

な
け
れ
ば2050

年
に
は3

～5

℃
気
温
が

上
が
る
と
言
わ
れ
て
お
り
危
機
的
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
と
取
組

ん
で
行
け
ば1.5

℃
位
に
抑
え
ら
れ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
世
界
の
先
進
国
も
こ
れ
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。 

特
に
鉄
鋼
・
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
のCO2

排
出
量
は
多
く
、
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

自走式製品とは機械設備、クローラー、エンジンが搭載され、地涌に場所を

移動できる機械のことです。 

自走式：コンベア、土質改良機、スクリーン等があります 

その中で主力製品である「ＫＬＥＥＭＡＮＮ」を紹介します。 

ＫＬＥＥＭＡＮＮの特徴 

破砕能力  ・自然石破砕を前提とした機械 

・磁選機搭載にて中間処理としての活用も可能 

・歯の角度（動歯/固定歯） 

低燃費   ・ハイブリッド駆動 

・定格出力 

コーンクラッシャーについて紹介 

 ・270ｔ/時間と高い破砕能力 

 ・金属探知機/磁気除去装置搭載 

 ・開口が広くメンテナンス性能が高い 

 ・過負荷防止のシステムを搭載 

 ・ＣＦＳセンサーを搭載し、供給スピードを可変するシステムを搭載 

④
「
自
走
式
プ
ラ
ン
ト
の
ご
提
案
」 

日
工
㈱
北
海
道
支
店 

 

モ
バ
イ
ル
プ
ラ
ン
ト
販
売
グ
ル
ー
プ 

中
野 

智
之
氏 

日
工
㈱
の
強
み 

 
 

サ
ポ
ー
ト
体
制
が 

充
実
し
て
い
る 

お
客
様
第
一
思
想 

 
〇
全
国
に
あ
る
サ
ポ
ー
ト
拠
点 

〇
製
品
と
質
の
確
立 

〇
各
エ
リ
ア
に
お
け
る
販
売
店
と

の
協
力
体
制 

〇
部
品
・
ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
の
国
内 

在
庫
管
理 

（
（
東
京
モ
バ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
） 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
故
障 

ト
ラ
ブ
ル
の
際
に
運
転
停 

止
期
間
を
広
げ
な
い
姿
勢 

に
努
め
て
お
り
ま
す
。 



但
し
絶
対
に
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
排
出
し
た
も
の
に
対
し
吸
収
す
る
も

の
を
創
り
、
差
し
引
き
ゼ
ロ
と
し
た
も
の

が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
化
石
燃
料
の
不
使
用
、
風
力
、

太
陽
光
発
電
等
を
使
用
し
て
排
出
量
低

減
に
努
め
る
必
要
が
り
、
建
設
業
で
は
、

G
H
G
(
C
O2

を
含
む
温
室
効
果
ガ
ス)

の
排

出
が
全
排
出
量
の
約
1
割
を
占
め
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
らGHG

排
出
の
も

の
さ
し
と
さ
れ
る
「
ス
コ
ー
プ
」
と
は 

・
ス
コ
ー
プ
１
：
燃
料
の
燃
焼
や
、
製
品

の
製
造
な
ど
を
通
じ
て
企
業
・
組
織
が

「
直
接
排
出
」
す
る

G
H
G

の
こ
と
。（
砕

石
業
） 

・
ス
コ
ー
プ
２
：
他
社
か
ら
供
給
さ
れ
た

電
気
・
熱
・
蒸
気
を
使
う
こ
と
で
、
間
接

的
に
排
出
さ
れ
る

GH
G

の
こ
と
。
（
企
業

や
組
織
が
拠
点
を
置
く
事
務
所
に
供
給

さ
れ
る
、
化
石
燃
料
等
を
使
っ
て
作
ら
れ

た
電
力
） 

・
ス
コ
ー
プ
３
：
あ
る
企
業
か
ら
見
た
と

き
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
「
上
流
」
と

「
下
流
」
か
ら
排
出
さ
れ
るG

HG

の
こ
と
。

（
ス
コ
ー
プ1

・2

以
外
の
も
の
す
べ
て
） 

建
設
業
・
砕
石
業
で
は
、
建
設
機
械
の
脱

炭
素
化
が
求
め
ら
れ
、
重
機
メ
ー
カ
ー
は

排
出
低
減
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
建
設
材
料
で
も
、CO

2

を
吸
収

す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
活
用
す
る
な
ど
、

排
出
と
吸
収
で
差
し
引
き
ゼ
ロ
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
進
め
る
取
組
み

が
必
要
。 

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
」
を
進
め
る
方
向
に
あ
り
、CO2

排
出
量
を
基
に
値
段
が
つ
け
ら
れ
、
排
出

の
目
標
値
を
超
え
た
場
合
に
は
徴
収
さ

れ
る
動
き
と
な
り
ま
す
。 

・
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
つ
い
て 

岩
石
を
風
化
さ
せ
てCO2

を100

ｔ
吸
収

さ
せ
た
ら
、
そ
の1

00

ｔ
を
市
場
に
売
り

に
出
す
。 

売
ら
れ
た
も
の
を
、
排
出
量
を
超
え
た
企

業
が
買
い
取
り
削
減
に
充
て
る
と
い
っ

た
取
引
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
は
未

だ
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
海
外
で
は

す
で
に
民
間
企
業
が
仲
介
に
あ
た
り
ビ

ジ
ネ
ス
化
に
進
ん
で
い
ま
す
。 

削
減
で
き
な
い
排
出
分
を
、
オ
フ
セ
ッ
ト

（
埋
め
合
わ
せ
）
す
る
た
め
に
、
売
り
た

い
企
業
、
買
い
た
い
企
業
と
の
需
要
と
供

給
が
生
じ
取
引
と
な
り
ま
す
。 

（
例
：1

ト
ン
当
た
り
の
価
格
が15

万
円

程
の
値
が
つ
け
ら
れ
取
引
さ
れ
て
い
る
） 

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
種
類
は
数
種

あ
る
が
、
民
間
主
導
が
増
え
て
い
る
。（
国

連
・
二
国
間
・
国
内
・
民
間
） 

本
日
は
「
岩
石
の
風
化
促
進
に
よ
り
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
」
す
る
技
術
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。 

二
酸
化
炭
素
は
水
に
溶
け
る
性
質
上
、
風

化
し
や
す
い
岩
石
が
こ
れ
を
吸
収
し
固

体
化
す
る
。 

・
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
岩
石
が
好
ま
し

い
。 

・
風
化
し
や
す
い
（
溶
け
や
す
い
）
岩
石

が
好
ま
し
い
。 

・
結
晶
が
多
い
も
の
よ
り
、
ガ
ラ
ス
質
の

岩
石
の
方
が
好
ま
し
い
。 

こ
の
こ
と
か
ら
北
海
道
で
は
玄
武
岩
が

好
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。 

た
だ
石
を
採
る
た
め
に
は
認
可
が
必
要

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
仕
事
を
進
め
る
た
め

に
は
砕
石
業
界
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。 

研
究
で
は
粉
砕
し
た
玄
武
岩
を
散
布
し

て
の
風
化
促
進
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ま
た
玄
武
岩
中
の
鉱
物
の
溶
解
速
度
を

上
げ
る
に
は
、
酸
性
水
に
早
く
溶
け
る
性

質
を
利
用
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。 

例
：PH2
の
水
に
粉
砕
玄
武
岩
を
入
れ
る

と
、
中
性
と
比
較
し
て
１
万
倍
速
く
溶
け
、

１
万
年
か
か
る
風
化
が
１
年
で
可
能
と

な
る
、
こ
れ
こ
そ
が
風
化
促
進
で
あ
る
。 

（
検
証
研
究
の
為
、
強
い
酸
性
の
水
が
流

れ
る
鉱
山
廃
水
（
鹿
部
町
・
七
飯
町
）
で

の
結
果
に
つ
い
て
風
化
促
進
技
術
開
発

の
紹
介
） 

こ
れ
に
よ
り
鉱
物
（
玄
武
岩
）
が
溶
け
風

化
促
進
す
る
＝CO2

吸
収
す
る
の
で
ク
レ

ジ
ッ
ト
が
と
れ
ま
す
。 

今
回
の
研
究
に
お
け
る
試
算
で
は
、
精
進

川
鉱
山
で
の
経
済
的
風
化
促
進
に
よ
る

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術NET

ｓ

で
、
約
３
０
０
万
円
の
利
益
が
得
ら
れ
る

事
業
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
河
川
の
水

質
向
上
に
繋
が
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。 

今
後
、
日
本
砕
石
協
会
に
は
全
国
の
会
員

各
社
の
採
取
岩
種
（
玄
武
岩
・
安
山
岩
・

蛇
紋
岩
等
）
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
砕
石
業
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
為
、
こ
う
い
っ
た
技
術
を

生
か
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
売
り
、

オ
フ
セ
ッ
ト
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

    

 



                          

 
  ※

会
場 

東
京
都
品
川
区
東
大
井 

き
ゅ
り
あ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◇情報交換会 令和６年 11 月 13 日（水） 

北海道砕石協同組合連合会 

会場：札幌東急ＲＥＩホテル  

◆第 2 回合同理事会 令和 7 年 1 月 28 日（火) 

日砕協道本部・北海道砕石協同組合連合会 

会場：札幌東急ＲＥＩホテル  

◇第 2 回役員会 令和 7 年 1 月 29 日（水） 

北海道国有林採石協会 

会場：札幌パークホテル  

◆採石のための掘削作業主任者技能講習 

  令和 7 年 2 月 19 日(水)～20 日(木) 

  会場 札幌市 かでる２・７ 

  ご案内・募集は 12 月上旬開始予定 

  会員宛には各支部より、HP に掲載します。 

◇
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４ 

「
第
49
回
全
国
砕
石
技
術
大
会
（
東
京
）」 

 

※今後の行事予定 

親睦ゴルフコンペ 札幌リージェントゴルフクラブ（旧コース）9 月 13 日（金曜日） 

10
月
21
日
、(
一
社)

日
本
砕
石
協
会
本

部
主
催
（
骨
材
資
源
工
学
会
後
援
）
に
よ

る
第
49
回
「
全
国
砕
石
技
術
大
会(

東
京)

」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
北
海
道
会
員
か
ら
の

11
名
を
含
む
総
勢
三
百
七
十
六
名
の
会

員
賛
助
会
員
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
す
。 

 

協
会
会
員
に
よ
る
一
般
講
演
が
６
課

題
、
賛
助
会
員
講
演
が
12
課
題
、
特
別
講

演
が
３
課
題
で
、
全
国
各
地
の
取
り
組
み

や
新
技
術
、
研
究
成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ

中
で
は
一
般
講
演
４
課
題
目
に
お
い
て
、

岡
本
興
業
㈱
代
表
取
締
役 

岡
本
敏
秀

氏
、
札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合
事
務
局
長

鈴
木
将
夫
氏
に
よ
る
「
札
幌
砕
石
共
販
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
さ

れ
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

「
編
集
後
記
」 

第
144
号
の「
北
海
道
砕
石
だ
よ
り
」を
皆
様
に
お

届
け
い
た
し
ま
す
。 

第
16
回
北
海
道
砕
石
技
術
研
究
会
の
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

研
究
会
に
は
来
賓
、
会
員
、
賛
助
会
員
等
百
名

を
超
え
る
ご
参
加
を
頂
き
盛
会
に
開
催
で
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

早
や
大
雪
山
系
の
黒
岳
で
は
13
日
も
早
い
初
冠

雪
を
迎
え
て
お
り
、
気
温
も
朝
夕
寒
く
な
り
ま
し

た
。
着
衣
等
が
厚
く
な
り
ま
す
の
で
、
安
全
動
作
の

励
行
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
事
務
局
一
同
） 


